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によるβ-ラクタムの不斉合成法を報告している (T. Kawabata et al. Chem. Eur.
 J.  2012, 18, 15330-15336.)。本反応は Cs2CO3/EtOH 系を用いる事がポイントで
ある。即ち、弱塩基Cs2CO3 (共役酸の pKa~10) を用いることでフェニルアラニン誘


















β-ラクタムを最高で 98% 収率、96% ee で得た。 
第三章：不斉炭素に隣接した C-N 軸性不斉エノラートを経由するβ-ラクタム形成 
の立体化学 










































置換基を有するアミノ酸誘導体 (セリン、システイン、トレオニン) を出発物とし、 
Cs2CO3/CH3CN/(CF3)2CHOH 系で処理することにより、OR基やSR基の脱離を起こす
ことなく、分子内共役付加により、β-ラクタム類を最高 98% 収率、96% ee で得た。




















ぞれ R および S である L-トレオニン誘導体、L-allo-トレオニン誘導体を用いてβ-ラ
クタム合成を行った結果、それぞれの反応で得られた主生成物の4置換炭素の絶対配置
は同じであった。即ち、本反応では隣接した不斉炭素の影響を凌駕して、エノラート
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